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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：D - 5   

部門 
先導的プログラム実践（平成 30年度第１回
組織マネジメント指導者養成研修、いじめの
問題に関する指導者養成研修（仙台会
場）） 

学校名 
国立大学法人宮城教育大学（連携先：宮城県教育委員会・
仙台市教育委員会） 

活動名 ミドルリーダーの協働的な育成―中央・地方研修の有機化と可視化 

課題の設定： 

課題１教職大学院における選択科目としての中央研修の活用について、多面的・多角的な観点から事後学
習をさらに充実させ、学びの成果の可視化（エビデンス化）を行いたい。課題２教員育成指標の具現化につ
いて、自治体・大学が協働して探究し、教員の主体的な職能成長を目指していきたい。とりわけミドルリーダー
の養成は自治体教育センターと大学院で行われており、連携と協働が強化されれば、効率化や効果の増大が
期待できるのではないか。 
 
方針・計画： 
宮城教育大学教職大学院の現職院生は、選択科目である授業の一部として教職員支援機構の研修を受
講する（8～9 月）。受講者の一部は、宮城教育大学が宮城県教育委員会と共同実施する、宮城県ミドル
リーダー養成研修第２日「危機管理（いじめ防止）」（10 月 3 日）のワークショップ・ファシリテーターとして、
宮城県教育委員会が推薦する「いじめの問題」研修既習者とともに、受講内容を活用する。 

活動内容：  

①現職院生が、選択科目の一部として「組織マネジメント指導者養成研修」「いじめの問題に関する指導者
養成研修」を受講する。②宮城教育大学は、宮城県ミドルリーダー養成研修第２日「危機管理（いじめ防
止）」（受講者数 123 名。受講者は校長推薦による。）について、講義（上記いじめ問題研修と同じ講師
による法理論）とワークショップを設定する。現職院生と「いじめの問題」受講者（宮城県教育委員会推薦）
の計 12名がワークショップのファシリテーターとなる。 

活動の成果：  

①「組織マネジメント指導者養成研修」および「いじめの問題に関する指導者養成研修」受講者は、現職院
生の各環境において、ミドルリーダーとしてのチーム学校の実質化（協働的な学年経営や特別活動の充実な
ど）や、いじめの問題について対応の見直しなどの視点をもつようになった。 
②宮城県ミドルリーダー養成研修第２日「危機管理（いじめ防止）」の指導に関わった者は、自分の立場や
資質についてのメタ認知をもち、ミドルリーダーとして効果的に関わるにはどうしたらいいかを考えるようになった。 
③宮城県ミドルリーダー養成研修第２日「危機管理（いじめ防止）」では、中央研修と同様のレベルによる、
いじめ防止の法理論の学習とそれをふまえた活用に関する考察が、いじめ問題研修受講者による支援により展
開され、受講者からは、組織的対応の必要、それらを踏まえつつ、さらに学校の課題解決に尽力していくとする
姿勢が示された。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

今回活用した中央研修は、「特別の教科 道徳」に例えることができます。価値を押しつけるのではなく、より
よい教育を作りだしていくための内面化を促すにはどうしたらいいのかが課題になっていると思います。ミドルリーダ
ーというキャリアステージに応じて、「考え、議論する」場面を効果的に設定することを企図しました。 
本事業では、宮城県教育委員会・宮城県総合教育センターとの協働と仙台市教育委員会の支援により、

受講者だけでなくファシリテーターとしてなど、多面的・多角的に学びを再構成していく場を設けました。それらによ
り教職大学院カリキュラムの充実を図ることができました。 

 【 全体の構想 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 成  果 】 

    
           ↑振り返り学習における受講者によるグループ発表資料（一部） 
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・同ステージの教員をファシ

リテートする経験 ② 

・中央研修と同じ法理論の学
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成果の可視化 
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1学期

教育計画作成委員会

現状
・子どもの人数の減少

学校行事（PD）

学校教育目標
自ら考え，自ら学び，自らかかわる子どもの育成

子どもの成長を保障
きる活動へ

2学期 ３学期

1学期 2学期 ３学期

地域合同運動会
（5月下旬）
・応援

・縦割りリレー
・鼓笛
・学年種目

平小まつり（6月上）

これまでの体制では、
立ち行かなくなる？

草

取
り
合
戦

８
月

児童会総会（２月中）

学芸会（10月下）

ふるさと探検（10月下）

ドッチビー大会（１月下）

6年生を送る会（３月上）

1学期

学校反省会
（CA）

児童会総会（5月上）

草

取
り
合
戦
7
月

２学期

学校反省会
（CA）

第１回特活
改善推進委員会

（RV）

第２回特活
改善推進委員会

（RV）

第３回特活
改善推進委員会

（RV）

縦割り掃除（毎週金）
縦割り遊び（月1回）ごみ拾い大作戦（6月上）

特別活動の改善

 

 

←いじめの問題研修受講後ファシリ

テートに参加した集団（１）としなか

った集団（０）では記述に差異がみら

れ、前者は「自分」「立場」「認識」

「対応」など、メタ認知や対応見直し

の視点等を持ったことが示された 

受講者 123名から高い満足度（4段階・

4を上位とする評価中 2・1評価は 1名

のみ）が示されたとともに、「学校」

の「課題解決」「組織」としての「対

応」に尽力していきたいとする記述が

中心的に見られた 

 




